
（別紙３）

～ 令和7年3月25日

17名 （回答者数） 16名

～ 令和7年3月25日

（対象者数） 6名 （回答者数） 6名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

それぞれの利用者に合わせながら、様々な活動の提案を行っ

ていきたい。また、保護者のニーズも考慮しながら、支援を

行っていく。

2

今後も、継続していく。また、保護者のご要望に合わせた話

し合いの場や、保護者同士での情報共有の場も作っていきた

い。

3

今後も、利用者の方に合わせた外出支援を行い、たくさんの

経験を積み重ねていきたい。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

オープンスクールの様に、療育現場のご様子を見に来たり、

支援者と話し合いをする機会を積極的に増やしていきたい。

2

研修のみならず、保護者同士で話をできる機会を増やしなが

ら、情報交換の場を設けていきたい。

3

外部から訪問PTや講師を迎えたり、他事業所とのつながりを

増やしながら、支援員も情報を取得し、提案ができるように

していきたい。

支援者と保護者の関わりの時間が少ない。 送迎等で話す機会はあるが、時間も限られており、ゆっくり利

用者の方の情報を共有する時間が少ない。

保護者同士の交流の場が少ない。 研修会の開催はしているが、保護者同士での情報共有の場が持

てていない。

専門性の高い支援員が少ない。（STやPT、看護師など） 保育士、OTはいるものの、専門性に特化した支援員が少ない

ため、保護者様の相談に返答できないときがある。

当日の様子としてブログ掲載や、写真の提示を行っている。 実際に写真で見ると、利用者の事業所での様子がよくわかり、

保護者も安心されている。

外出支援の機会が多い。 室内活動、戸外活動に加え、社会性が身に付いたり、非日常的

な活動に刺激を受ける事ができる。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年4月30日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

マンツーで対応することも多いため、支援が充実している。 小集団での活動に加えて、個別支援の充実化が図れる。また、

利用者の困り感にすぐ気付き、タイムリーな対応ができてい

る。

○事業所名 発達療育モンテ

○保護者評価実施期間
令和7年3月1日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
令和7年3月1日

事業所における自己評価総括表（児童発達支援）公表


